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ＶＯＬ．4は、以下の内容でお届けします。 

 ■ 各地で豪雨災害等が多発、国土強靱化の思いを強く 

参議院議員 進藤金日子(かねひこ) 

 ■ 平成 30年度予算概算要求の動きが本格化 

 ■ 井澤弥惣兵衛セミナー「歴史から学ぶ国土強靱化の精神」に多くの皆さんが参加 

 ■ 全国各地にお邪魔してます 

 ■ 活動状況 
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メールマガジンとキャッチボール通信のバックナンバーはこちらからご覧下さい。 

http://www.shindo-noson.jp/merumaga2.html 
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■ 各地で豪雨災害等が多発、国土強靱化の思いを強く 

  参議院議員 進藤金日子(かねひこ) 

  

 暑中お見舞い申し上げます。暑さ厳しい日が続きますが、くれぐれもご自愛頂きこの夏を

乗り切って頂きたいと思います。 

 また、一方では各地で豪雨災害等が多発しています。台風 3号によるハウスの倒壊や九州

北部豪雨、そして私のふるさと秋田での記録的豪雨、島根、新潟など全国各地で災害が多発

しています。犠牲になられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災された皆様に心より

お見舞い申し上げます。 

 私も 7 月 16 日には自民党二階幹事長に同行し福岡県及び大分県下を、7 月 28 日には地元

秋田県大仙市を、7月 30日には自民党農林・食料戦略調査会豪雨災害対策ワーキングチーム

で秋田県下をそれぞれ現地調査してきました。被災した現地の惨状を目の当たりにすると、

多くの方々のこれまでの努力が一瞬にして亡失していることに胸が痛くなります。生活再建

や営農再開に向け、最大限の支援ができるよう全力で頑張っていきたいと思います。 

 現地調査を行う中で、これまでダムや堤防などの整備が行われている地域と未整備の地域

とでは、被害の度合いが明らかに違います。ハード整備のみで災害は完全に防げないと思い

ますが、まずは可能な限りのハード整備を行い、ソフト対策と連携した防災対策が必要と考

えます。「気候変動が以前にも増して激しくなっていること」「過去の経験を超える豪雨等が

どこでも起こりうること」「総じて我が国は災害が多い国であること」を国民共通の理解とし

て、その上でハード整備やソフト対策の在り方を検討していく必要があると考えます。 

 折しも、現在各省庁が平成 30年度予算概算要求に向け作業を行っていますが、8月末の財

務省提出に向け皆さんの意見を反映できるよう最大限の取組を行って参ります。 

 また、今回の豪雨災害等に関し、ワーキングチームの事務局次長を拝命しましたので、農

林水産関係の災害については全力を傾注して関係者の皆様とともに、復旧・復興に向けて早

急に対策を行っていきたいと思います。 
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■  平成 30年度予算概算要求の動きが本格化 

  

「平成 30年度予算の概算要求に当たっての基本的な方針」（いわゆるシーリング）が 7月

20日に閣議了解され各省庁の予算概算要求に向けた動きが本格化してきました。 

平成 30年度概算要求は、「経済財政運営と改革の基本方針 2017」（いわゆる骨太基本方針 2017）

http://www.shindo-noson.jp/merumaga2.html


 

 

(6月 9日閣議決定)を踏まえ「基本方針 2015」で示された「経済・財政再生計画」の枠組み

の下、手を緩めることなく本格的な歳出改革に取り組むこととされており、歳出全般にわた

り、これまでの歳出改革の取組を強化し、予算の中身を大胆に重点化することとされていま

す。このため「人づくり革命」の実現に向けた人材投資や生産性向上に資する施策を始め「骨

太基本方針 2017」及び「未来投資戦略 2017」(6月 9日閣議決定)等を踏まえた諸課題につい

て、「新しい日本のための優先課題推進枠」を設け、要望基礎額の 30％の範囲で要求できる

こととなっています。 

要求の根拠となる「骨太基本方針 2017」においては、皆様の意見を反映し土地改良に関し

ては、攻めの農林水産業を展開するための取組について、しっかりと位置付けられたところ

です。具体的には、「土地改良事業により、農地の大区画化や汎用化・畑地化、維持・保全等

を強化する。」と明記されています。また、森林・林業関係については、森林環境税(仮称)の

創設が「地球環境への貢献」として明記され、水産についても「水産資源管理の充実や漁業

の成長産業化等を強力に進める」旨が明記されたところです。更に「国土強靱化・防災、成

長力を強化する公的投資への重点化」が項目立てされ、その必要性と緊急性が強調されてい

ます。 

 今後、各省庁の取りまとめを受け、自民党の部会等で議論が本格化しますが、皆様から頂

いている意見を踏まえ、しっかりと要望を行って参ります。 

  

《参考資料》 

○概算要求基準（平成 28年 8月 2日閣議了解） 

http://www.mof.go.jp/budget/budger_workflow/budget/fy2017/ 

○経済財政運営と改革の基本方針 2017（平成 29年 6月 9日閣議決定） 

http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2017/decision0609.html 

 ○未来投資戦略 2017－Society 5.0の実現に向けた改革（平成 29年 6月 9日閣議決定） 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/ 
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■  井澤弥惣兵衛セミナー「歴史から学ぶ国土強靱化の精神」に多くの皆さんが参加 

  

7月 27日に自民党本部において、井澤弥惣兵衛セミナーを開催しました。私は当日の司会

進行を担わせて頂きました。 

当日は、定員を大幅に超える皆さんに参加を頂き、会場を急遽 2カ所に増設したため参加

を頂いた皆様にご不便をおかけし申し訳ございませんでした。 

セミナーでは、二階俊博幹事長から国土強靱化に向けた取組強化の必要性と重要性が強調さ

れました。また、来賓で出席された山本有二農林水産大臣からは技術の継承の重要性ととも

に、土地改良予算の確保について力強い決意を頂きました。 

その後、「井澤弥惣兵衛さんを知ろう会」副会長古畑武雄氏から井澤翁の和歌山での功績に

ついて、さいたま市史編さん審議会委員青木義悠氏から見沼代用水開削を中心に井澤翁の活

躍について、筑波大名誉教授佐藤政良氏から紀州流工法から現代に受け継がれた農業土木技

術についてそれぞれ講演を頂きました。 

先人の卓越した技術力・知見、先を見据えた取組に頭が下がる思いです。現代の農業土木

技術者として、更に自己研鑽に努めなければと思いを新たにした一日となりました。 

これからも、先人の英知も参考にしながら国政の場で事業推進に努めるとともに、現場状況

に適合した使い勝手の良い制度設計に努めなければならないと気を引き締めたところです。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
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■  全国各地にお邪魔します。 

 

193国会(常会)閉会後、岐阜、福島、栃木、新潟、島根、徳島、秋田、宮城、山形、福岡、

大分、愛知、宮崎、香川、大阪、京都等全国各地にお邪魔し、国会での活動状況、政府、自

民党内など中央での動きについて多くの皆様と意見交換等をさせて頂いています。 

これからも時間の許す限り、皆様の所に伺わせて頂き、各地における現場の声を聞かせて頂

ければと思っています。よろしくお願いします。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

   

 

  



 

 

 


